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１．府川町政３期目の所信と決意を問う 

 

 府川町政の３期目がスタートし、第五次開成町総合計画後期基本計画に沿って、未来に向けた取

り組みがされていくと期待している。大変厳しい選挙戦を勝ち抜いた府川町長に敬意を表するとと

もに、我々議会も町民から付託を受けた者として町民目線を失うことなく、新しい令和の時代にふ

さわしい本町の未来を町長と共に切り拓いていく覚悟である。 

 今後６年間のまちづくりの基本計画は既に決まっているとはいえ、具体化あるいは道筋を付ける

には町長の強いリーダーシップが必要であり、府川町政３期目の使命ともいえる。 

そこで、次の事項を問う。 

 

① 温水施設の広域利用による健康寿命の延伸について、町長の想いとイメージ像は。 

② 使いやすく充実した図書室の整備について、整備内容の方向性は。 

③ 新規バス路線を含む交通アクセスの拡充について、現在の進捗状況と課題は。 

④ ごみ処理体制の広域化の推進について、現在の取り組みと今後のスケジュールは。 

⑤ 足柄上病院の機能堅持と小田原市立病院等の連携強化について、具体的内容は。 

 


